
指 定 管 理 業 務 評 価 結 果 書

１ 施設の名称等

(1) 公の施設の名称 倉敷市玉島市民交流センター（交流棟・体育室・テニス）

(2) 指定管理者

所在地 倉敷市玉島阿賀崎１丁目１０－１

名 称 玉島テレビ放送・JFE 西日本ジーエス共同事業体

代表者 玉島テレビ放送株式会社 代表取締役 藤井 鉄郎

(3) 公の施設の所管部署 企画財政局 市民協働推進部 市民活動推進課

(4) 評価対象期間 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

２ 総合評価結果

(1) 市の評価

令和２年度は，新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受

け，４月２０日から５月３１日まで休館したこと，再開後も

定員等の利用制限や活動自粛等の影響により，来館者数につ

いては評価の対象とせず，次に掲げる重点検査項目及び利用

者アンケートの結果により評価を行った。

重点検査項目は，「新型コロナウイルス感染症対策に関す

る項目」に関連する，①利用者への周知及び対応等，②施設

及び設備などのハード管理における取組等及び③指定管理

者自らの安全管理及び危機管理体制等についての３点であ

る。

「利用者への周知及び対応等」：施設の制限時にはその内容

や「新しい生活様式」の掲示，ホームページの活用により，

利用者に感染症予防策を理解し徹底していただけるよう努

めている。また，予約受付や実際の利用の際には，チェック

リストを活用して，マスク着用，手指消毒の励行，３密回避

や換気等の徹底を，利用者に対して周知できている。

「施設及び設備などのハード管理における取組等」：館内各

所への消毒液の配置，喫茶コーナーへのアクリル板の設置，

ホール観客席の着席不可表示など，利用者に安心して利用し

ていただけるような対策を行っている。あわせて，指定管理

者による施設各所の消毒を行っている。また，市が導入した

オゾン発生器の実効性を上げるため，オゾン検出器を用い

て，定期的に濃度測定を行い，利用者の健康管理にも配慮し

総合評価

Ｓ



ている。

「指定管理者自らの安全管理及び危機管理体制等」：

スタッフ内で感染者が出ることのないよう，普段のマスク着

用は勿論，出勤前の検温や体調記録，分散勤務を実施できて

いる。また，万一スタッフの中から感染者が出た場合を想定

した対応マニュアルを作成・共有し，業務が滞ることのない

よう，体制が整っている。

以上のとおり，利用者への周知を十分に行い，設備面・運

営面においても，利用者が安心して利用できる施設づくりに

励んでいることが窺える。

来館者数は，前年度比６４％に減少した（前年：約３６．

８万人，実績：約２３．４万人，目標来館者数：３０万人）

が，不可抗力によるものと考える。

総合評価については，感染症対策はどの項目も適切に対応

されており，利用者アンケートの結果がいずれの項目におい

ても高評価を維持していることから，総合評価を「Ｓ」とし

て判定する。

今後も，安全・安心・快適に利用いただけるよう，引き続

き十分な対策を講じるとともに，このような情勢下での，当

施設を可能な限り活用いただけるような事業展開を期待し

たい。

(2)指定管理者

の自己評価

令和 2 年度は，新型コロナウイルス感染防止対策を万全に行いながらの
施設運営となりました。交流センターの施設運営については，年度末に実施

したアンケートで 98％の方から“満足”“ほぼ満足”の評価をいただいてお
ります。コロナに関するご意見についても，17 件のご要望事項がありまし
たが，31 件の評価する旨のご意見をいただいており，センターとして「新
しい生活様式」に基づいて実施して来た様々なコロナ対策（マスク着用，3
密回避，換気の実施，検温の実施，消毒の実施）は利用者の皆様から評価し

ていただいていると判断しております。その他，従来どおり気持ちよく使っ

ていただけるよう，丁寧な窓口業務，施設の維持管理に取り組んでおります。

特に清掃においては力を入れており，99％の方から“ほぼ満足”以上の評価
をいただきました。

施設の利用状況では，来館者数が 234,328 人となり，利用コマ数は 14,905
コマとなりました。4 月には緊急事態宣言が全国に発令され，センターも 4
月 20 日～5 月 31 日まで休館となり，以降も全国的にコロナ感染拡大が断
続的に続き，利用内容による制限，定員数の制限等の対策の指示があり，利

用者の活動自粛の動きも継続的にあり，利用状況は低調に推移しました。達

成目標とした来館者数 300,000 人以上，利用コマ数 16,000 コマ以上を大幅
に下回る結果となりました。

地域活性化事業の実施にあたっては，4 月 20 日～5 月 31 日までが休館と



なりましたので，毎年多くの方にご来場いただいている「端午の節句まつり」

が中止となりました。6 月以降の，七夕，ハロウィン，クリスマス，新春，
お雛のイベントは季節を意識した恒例の事業となっておりますが，会議室等

の人数制限，ソーシャルディスタンスの確保のため，規模の縮小や開催日，

開催場所を複数に設定するなど，感染対策をしっかり行いながら，地域の皆

様に安心して楽しんでいただけるよう，努力いたしました。

毎年，季節事業に併催とした茶文化創造事業を開催していましたが，今年

度は飲食や密にあたるため，残念ながら 1 度も開催することができません
でした。茶文化は玉島にとって大事な事業であり，地域の皆様から大変好評

をいただいているため，コロナ感染症の流行状況を見ながら，今後は人数や

開催方法を工夫して開催をしていく予定です。

また，本年度 3 月に 6 回目の開催を計画しておりました「防災フェスタ」
はコロナの影響で，全館イベントではなく，講演会と規模を縮小した展示，

ワークショップを行いました。来年度も継続して開催するとともに，より市

民の方に防災について考える機会を作りたいと考えています。

交流センター講座は，コロナの影響で中止・延期等が相次ぎましたが，秋

から冬にかけて講座数を増やし最終的には 65 講座を行いました。夏休みは
毎年多くの子ども向け講座を開催しており，要望が強いのですが，今年はワ

ークショップという形で短時間・少人数で行えるものを開催しました。また，

秋以降は今まで「秋講座」「冬講座」で募集をかけていたものを，各月で募

集をかけ，コロナの感染状況にすぐに対応できるよう工夫いたしました。

コロナ感染症の中でも，交流センターのイベント・講座なら安心だと参加

していただける方が多く，地域の皆様に愛される施設になっており，今後も

細心の注意を払いながら，より地域の皆様にご来館いただける施設となるよ

う，努力を続けてまいります。

10 月より体操教室事業（自主事業）を開始しました。センターでは以前
より地域住民の健康増進に貢献できる活動をしたいとの願望を持っており

ましたが，本年度，優秀なコーチを 2 名獲得する機会があり，ジュニア体操
教室からスタートして，3 月には，ジュニア体操教室（4 コース），フィット
ネス教室（5 コース），パーソナル教室（2 コース）を実施しており，毎月延
べ人数で 500名を超える方に参加いただけるまでに伸ばして来ております。
子供からの技術の習得をしたいという要望，大人からの健康増進，体調管理，

筋力アップ，体幹を鍛えたいとの要望にお応えしております。お客様からの

各教室（コース）に関しての問い合わせも多く，引き続き参加者の増加が見

込める状況です。



(3)アンケート

結果の概要

【実施期間】

1/17～3/7

回答件数

437 件

１．アンケート回答者の構成

令和 2 年度，男女構成比率は男性 44％，女性が 56％となっています。
年齢構成では前年度より 30 歳代～50 歳代の比率が増加しています。居
住構成は前年度に引き続き玉島住民が 43％で最も多い状況に変わりあり
ませんが，他地域からの利用も増えて来ている傾向がみられます。また，

利用頻度については，初めての利用者が増加し，頻繁にご利用いただく

方の比率が 31％と若干減少しております。認知度が上がり他地域からの
利用も増えてきている現状を現わしているものと考えております。

２．管理運営に関する評価

今年度のアンケート調査結果は，高評価を継続することができておりま

す。

利用者全般の「全体満足度」調査は前年度並みの高評価を維持しており，

「職員の対応」も丁寧・親切な対応を心掛けたことにより 99％の高い評価
をいただいております。「施設の清潔度」は前年度の 99％の高い評価を継続
できており，利用者の皆様方のコメントにも清掃に関する沢山のお褒めの言

葉をいただいております。「安全対策」は，利用者からのご要望，ご気付き

があれば，すぐに対応し万全を期していることが評価され 99％評価となり
ました。



３．閉館時間や利用料金について

開館時間については 100％の方より“現状でよい”の評価をいただいてお
ります。休館日については“現状でよい”が 94％を占めており現状の開館
状況でご理解いただけているものと考えます。

利用料金に関しましても“高い”が 6％減少しており，“安い”も前年度を
6％減少しており，“適当”が 80％を占めており，現状のリーズナブルな料
金で安心してご利用いただけていると考えます。

４．指定管理制度についての質問に関しましては，有効回答率が今年度は

42％と低くなりました。“良くなった”“変わらない”の合計が前年度より
10％減少しましたが，“悪くなった”が 1 名に止まっていることは，高い評
価を維持継続できているものと考えており，今後もお客様ファーストの精神

で業務遂行に努めて参ります。

５．地域活性化事業について

満足度（満足，ほぼ満足の回答率）

講座・講演会事業： 99％
地域連携事業：   99％

講座・講演会事業は，実施した 65 講座のうち 64 講座の受講生および講
演会の参加者を対象にアンケートを実施した結果，“満足”“ほぼ満足”との

回答が 99％に達しました。
各種映画の有料上映会，有料コンサート等の地域連携事業も平均 99％の

高い満足度評価をいただいています。

無料開催のお昼のロビーコンサート 9 回，湊シネマ 12 回にて満足度調査
を行った結果，ロビーコンサートは“満足”“ほぼ満足”との回答が 100％，
湊シネマにおいても約 95％に達しました。



３ 施設の利用状況

(1)利用実績

①有料施設の貸出コマ数の状況

貸出しコマ数は，新型コロナウイルス感染拡大の影響により予約キャンセ

ル，利用不可，利用控え等により毎月対前年を下回る状況が続き，3 月にな
って前年同月を上回ることとなったものの，通年達成目標に対しては 7％減
少の 14,905 コマとなりました。
令和 3 年 3 月もコロナ前の平成 31 年 3 月と比較すれば△32 コマ減少して

おります。

     

②交流センター来館者の状況

来館者数も利用コマ数の減少に合わせて前年度を下回り，3 月になっ
て前年同月を上回ることとなったものの，前年度比△134,009 人の
234,328 人となりました。通年達成目標に対しては△22％下回っており
ます。

令和 3 年 3 月もコロナ前の平成 31 年 3 月と比較すれば△9,017 人減少
しております。

     

③施設利用の状況

1）交流棟の利用者数はホールはじめ全ての部屋で減少しており，全体では
前年度比△62,868 人（△56％）減少の 49,076 人となりました。

     



2）体育室の利用者数は，バスケットが前年度を上回るなど堅調なものもあ
り，休館期間を考慮すれば堅調に推移しております。全体では前年度比△

6,687 人（△23％）減少の 22,371 人となりました。テニスについても休
館期間を考慮すれば前年度比 88％と堅調でした。

              

(2)事業の内

容

・施設の利用に関する日常業務

（利用申請の受付，予約の管理，料金の受領と還付，利用指導等）

・施設の維持管理

（設備点検，建屋建具の清掃，備品の管理，外構および公園の管理）

・施設の警備

（常駐警備，巡回警備，夜間休日の機械警備）

・地域活性化事業

１）地域連携事業

・季節イベント

  七夕まつり，ハロウィンイベント，クリスマスイベント，新春イベン

ト，春まちひいな祭り（端午の節句まつりは中止）

・企画展示

  「星降る空へようこそ 2020」天体・星景写真展，クリスマス園児作
品展，クリスマスイルミネーション

  ・文化・芸能

   生花展示事業，玉島ゆかりの作家回顧展，新春作品展「河田甕江を中

心に玉島歴史物語（江戸後期～明治）

  ・音楽

お昼のロビーコンサート（9 回），ヤングコンサート（2 回），ベートー
ヴェン全 32 曲演奏会第 1 弾～第 4 弾，アウトリーチコンサート(1 回)

  ・優良映画上映

「ふたたび」，「ケアニン～あなたでよかった～」，「ケアニン～こころ

に咲く花～」「誰がために憲法はある」「黒澤傑作選」「大地を受け継ぐ」

  ・地域活性化支援事業



   アウトリーチ事業

  ・交流センター友の会事業

   玉島市民交流センター賞

  ・その他事業

   防災イベント

２）講座・講演会事業

・講演会（全 2 講演会のうち 1 講演会中止）
山村武彦「感染症対策と防災」

・講座（全 72 講座のうち中止 8 講座）
   スポーツ・健康（4 講座）
   親子（2 講座）
   科学・工作（35 講座）
   食育・料理（9 講座）
   歴史・文化（2 講座）
   豊かな生活（20 講座）

３）自主事業（体操教室事業）

    

      



４ 収支（消費税含む）

(1) 収入

（指定管理者の収入）

総額  １２０，３３１千円

  市からの指定管理料（委託料）  ９３，０６０千円

  利用料金            １５，７６１千円

  その他の収入          １１，５１０千円

(2) 支出

（指定管理者の支出）

総額  １０８，９７０千円

  主な支出  人件費      ５２，９６０千円

        光熱水費     ８，９２０千円

        修繕料        ２，１６０千円

        備品購入費      ２，２０６千円

消耗品費       ３，７７５千円

施設管理委託費  ２８，４２７千円

        その他経費     １０，５２２千円


